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(百万円未満切捨て)

1. 平成23年12月期第２四半期の業績（平成23年1月1日～平成23年6月30日）

 (1) 経営成績(累計)

(％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年12月期第２四半期 2,810 △31.0 91 △66.5 109 △62.5 59 △64.1

22年12月期第２四半期 4,073 14.8 272 166.4 291 137.2 165 231.1

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益

円 銭 円 銭

23年12月期第２四半期 3.50 ─

22年12月期第２四半期 9.76 ─

 (2) 財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

23年12月期第２四半期 10,578 9,144 86.4 540.59

22年12月期 10,708 9,147 85.4 540.73

(参考) 自己資本 23年12月期第２四半期 9,144百万円 22年12月期 9,147百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年12月期 ─ 3.00 ─ 3.00 6.00

23年12月期 ─ 3.00

23年12月期(予想) ─ 3.00 6.00

3. 平成23年12月期の業績予想（平成23年1月1日～平成23年12月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 6,980 △0.7 240 △18.9 260 △19.8 120 △16.7 7.09



  

 
(注) 簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

 
(注) 「四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期財務諸表作成に係る会

計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

 
  

  

・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算

短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しておりませ

ん。 

  

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的

であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性が

あります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半

期決算短信（添付資料）３ページ「業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4. その他（詳細は、【添付資料】４ページ「その他の情報」をご覧ください。）

(1) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ： 有

(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更

 ① 会計基準等の改正に伴う変更 ： 有

 ② ①以外の変更 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 23年12月期２Ｑ 17,955,000株 22年12月期 17,955,000株

② 期末自己株式数 23年12月期２Ｑ 1,038,892株 22年12月期 1,038,892株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年12月期２Ｑ 16,916,108株 22年12月期２Ｑ 16,916,241株

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
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当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、輸出や設備投資の持ち直しを背景に企業収益に改善がみ
られたものの、平成23年３月11日に発生した東日本大震災が生産面を中心に経済活動に与えた影響は大き
く、電力供給の制約や資源価格高騰の影響など、先行きは下振れ懸念が存在する不透明な状況で推移いた
しました。 
 このような環境のもと、当社は昨年スタートさせた「新事業部制の導入と権限の委譲並びに組織の再編
と新しい人事制度の運用」を更に推し進め、より強固な組織体制の確立と成果を生む事業戦略を総動員
し、「お客様の理想をカタチに」をコンセプトに事業の発展と成長に努めてまいりました。 
 減速機関連事業においては、産業用機械向け販売を中心にマーケティング活動に注力し、差別化した製
品の市場導入とより付加価値のある製品開発とモノづくりを推進し、シェアの拡大に努めてまいりまし
た。 
 駐車場装置関連事業においては、主力製品であるパズルタワーの販促活動を重点的に行い、また、環境
にやさしいエコ製品の開発、販売を推進し、受注獲得と収益の確保に努めてまいりました。 
 室内外装品関連事業においては、主力製品のスライディングドアシリーズの性能と品質の向上に取り組
み、また、生産性の向上や原価低減を進め、安定した収益確保に努めてまいりました。 
 この結果、当第２四半期累計期間の売上高は2,810百万円(前年同期比31.0%減)、営業利益は91百万円
(前年同期比66.5%減)、経常利益は109百万円(前年同期比62.5%減)、四半期純利益は59百万円(前年同期比
64.1%減)となりました。 
 セグメントの業績は次のとおりであります。 

  
［減速機関連事業］ 
当社の強みを活かした産業用機械向け特殊減速機を中心に、首都圏で開催された展示会に出展するな

ど、積極的な販促活動を展開したことにより、売上高は1,506百万円(前年同期比17.0%増)となりました。
営業利益につきましては、売上高の増加に加え、生産性の向上に努めた結果、66百万円(前年同期は15百
万円の損失)となりました。 

  
［駐車場装置関連事業］ 
厳しい受注環境が続く中、主力製品であるパズルタワーを中心に、社会のニーズに対応した付加価値の

高い製品開発に取り組み、積極的な営業活動を展開したものの、受注の大幅な落込みにより、売上高は
984百万円(前年同期比59.6%減)となりました。営業利益につきましては、継続的な原価低減に努めたもの
の、売上高の減少により、７百万円(前年同期比97.4%減)となりました。 

  
［室内外装品関連事業］ 
スライディングドア６６・８０シリーズの受注が増加したものの、スライディングドア１００シリーズ

が減少したことにより、売上高は319百万円(前年同期比8.0%減)となりました。営業利益につきまして
は、生産性の向上や原価低減に努めた結果、18百万円(前年同期比128.3%増)となりました。 

  
※ 第１四半期会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号 平成

21年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第

20号 平成20年３月21日)を適用しておりますが、セグメント区分については、前年同期における事業部

門別情報と同一区分である為、前年同期との比較数値を記載しております。 

  

  
[資産] 

当第２四半期会計期間末の総資産は、前事業年度末に比べ129百万円減少し10,578百万円となりまし
た。 
流動資産は、主に現金及び預金が262百万円、仕掛品が14百万円増加した一方で、受取手形及び売掛金

が320百万円、未成工事支出金が50百万円、ファクタリング債権を含む未収入金等のその他流動資産が52
百万円減少したことなどにより、前事業年度末に比べ131百万円減少し7,027百万円となりました。 
固定資産は、長期貸付金が20百万円減少した一方で、繰延税金資産を含むその他投資その他の資産が11

百万円、有形固定資産が取得等により９百万円増加したことなどにより、前事業年度末に比べ１百万円増
加し3,551百万円となりました。 
  

1. 当四半期の業績等に関する定性的情報

(1) 経営成績に関する定性的情報

(2) 財政状態に関する定性的情報

 ①資産、負債及び純資産の状況
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[負債] 
  
当第２四半期会計期間末の負債は、前事業年度末に比べ126百万円減少し1,434百万円となりました。 
流動負債は、主に支払手形及び買掛金が64百万円、未払法人税等が49百万円、賞与引当金等の引当金が

９百万円減少したことなどにより、前事業年度末に比べ131百万円減少し1,124百万円となりました。 
固定負債は、主に役員退職慰労引当金が３百万円増加したことなどにより、前事業年度末に比べ４百万

円増加し309百万円となりました。 
  

[純資産] 
  
当第２四半期会計期間末の純資産は、前事業年度末に比べ２百万円減少し9,144百万円となりました。 
これは主に、利益剰余金が８百万円増加した一方で、その他有価証券評価差額金が10百万円減少したこ

とによるものであります。 
なお、自己資本比率は前事業年度末に比べ１ポイント増加し86.4%となり、１株当たり純資産は前事業

年度末に比べ14銭減少し540円59銭となりました。 

  

当第２四半期累計期間におけるキャッシュ・フローの状況は、次のとおりであります。 
現金及び現金同等物(以下「資金」という)の第２四半期会計期間末残高は、3,888百万円(前事業年度末

3,625百万円)となりました。 
これは、営業活動、投資活動、財務活動によるキャッシュ・フローの合計が262百万円増加したことに

よるものであります。 
なお、当第２四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであり

ます。 
  

[営業活動によるキャッシュ・フロー] 
  
営業活動による資金は、379百万円の増加(前年同期は864百万円の増加)となりました。 
これは主に、仕入債務の減少額65百万円、法人税等の支払額84百万円等による減少があった一方で、税

引前四半期純利益112百万円、売上債権の減少額449百万円等による増加があったことによるものでありま
す。 
  

[投資活動によるキャッシュ・フロー] 
  
投資活動による資金は、63百万円の減少(前年同期は３百万円の増加)となりました。 
これは主に、貸付金の回収による収入20百万円があった一方で、有形固定資産の取得による支出82百万

円があったことによるものであります。 
  

[財務活動によるキャッシュ・フロー] 
  
財務活動による資金は、53百万円の減少(前年同期は52百万円の減少)となりました。 
これは主に、株主配当金の支払があったことによるものであります。 

  

今期の見通しにつきましては、国内景気は企業の生産活動の回復に伴い、景気が持ち直していくことが
期待される一方、電力供給の制約や原子力災害および原油高の影響など景気が下振れするリスクが存在す
るなど、経営環境は予断を許さない状況が続くものと思われます。 
 これらの状況を踏まえ、通期の業績予想につきましては、現時点では、平成23年２月９日の決算発表時
に公表した業績予想に変更はありません。 

  

 ②キャッシュ・フローの状況

(3) 業績予想に関する定性的情報
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定率法を採用している資産については、事業年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法
によっております。 

  

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前事業年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の
発生状況に著しい変化が無いと認められるので、前事業年度において使用した将来の業績予測やタック
ス・プランニングを利用する方法によっております。 

  

  

資産除去債務に関する会計基準の適用 

第１四半期会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」(企業会計基準第18号 平成20年３月31
日)及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31
日)を適用しております。 
 これによる損益に与える影響はありません。 

  

  

  

  

2. その他の情報

(1) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

①固定資産の減価償却費の算定方法

②繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法

(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要
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3. 四半期財務諸表 
(1) 四半期貸借対照表 

(単位：千円)

当第２四半期会計期間末 
(平成23年６月30日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成22年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,888,259 3,625,763

受取手形及び売掛金 1,400,795 1,720,937

製品 41,536 33,786

仕掛品 469,274 455,164

未成工事支出金 149,388 199,933

原材料及び貯蔵品 394,885 387,834

その他 689,633 742,472

貸倒引当金 △6,546 △7,658

流動資産合計 7,027,228 7,158,233

固定資産   

有形固定資産   

建物 2,301,052 2,300,232

減価償却累計額 △1,513,019 △1,488,267

建物（純額） 788,032 811,965

機械及び装置 2,080,980 2,005,341

減価償却累計額 △1,784,569 △1,753,860

機械及び装置（純額） 296,411 251,480

土地 1,557,896 1,557,896

建設仮勘定 － 5,901

その他 858,292 854,894

減価償却累計額 △778,614 △769,826

その他（純額） 79,677 85,068

有形固定資産合計 2,722,018 2,712,311

無形固定資産 22,887 27,763

投資その他の資産   

投資有価証券 383,548 378,005

長期貸付金 172,000 192,000

その他 256,297 244,762

貸倒引当金 △5,049 △4,876

投資その他の資産合計 806,796 809,892

固定資産合計 3,551,702 3,549,967

資産合計 10,578,930 10,708,200
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(単位：千円)

当第２四半期会計期間末 
(平成23年６月30日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成22年12月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 756,350 820,366

未払法人税等 43,555 92,830

引当金 31,721 41,321

その他 293,175 302,055

流動負債合計 1,124,803 1,256,573

固定負債   

退職給付引当金 245,056 244,706

役員退職慰労引当金 41,560 38,066

その他 22,887 21,845

固定負債合計 309,504 304,617

負債合計 1,434,307 1,561,190

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,507,500 2,507,500

資本剰余金 3,896,953 3,896,953

利益剰余金 2,990,326 2,981,892

自己株式 △197,717 △197,717

株主資本合計 9,197,063 9,188,629

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △52,440 △41,619

評価・換算差額等合計 △52,440 △41,619

純資産合計 9,144,622 9,147,009

負債純資産合計 10,578,930 10,708,200
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(2) 四半期損益計算書 
【第２四半期累計期間】 

(単位：千円)

前第２四半期累計期間 
(自 平成22年１月１日 
 至 平成22年６月30日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成23年１月１日 
 至 平成23年６月30日) 

売上高 4,073,882 2,810,710

売上原価 3,372,752 2,315,785

売上総利益 701,130 494,925

販売費及び一般管理費 428,533 403,681

営業利益 272,597 91,243

営業外収益   

受取利息 3,624 2,936

受取配当金 4,941 4,951

保険配当金 1,940 2,757

投資有価証券割当益 4,535 －

その他 3,746 8,257

営業外収益合計 18,788 18,903

営業外費用   

売上割引 － 636

保険解約損 1 －

その他 － 239

営業外費用合計 1 875

経常利益 291,384 109,271

特別利益   

固定資産売却益 80 16

貸倒引当金戻入額 1,263 1,171

製品保証引当金戻入額 1,081 2,461

特別利益合計 2,424 3,650

特別損失   

固定資産売却損 7 －

固定資産除却損 2,936 162

ゴルフ会員権評価損 － 233

投資有価証券評価損 5,661 －

特別損失合計 8,605 396

税引前四半期純利益 285,203 112,525

法人税、住民税及び事業税 114,553 35,569

法人税等調整額 5,601 17,772

法人税等合計 120,155 53,342

四半期純利益 165,048 59,182
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(3) 四半期キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第２四半期累計期間 
(自 平成22年１月１日 
 至 平成22年６月30日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成23年１月１日 
 至 平成23年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純利益 285,203 112,525

減価償却費 74,796 71,849

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,263 △938

引当金の増減額（△は減少） △14,960 △9,599

退職給付引当金の増減額（△は減少） 1,988 350

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △10,315 3,494

受取利息及び受取配当金 △8,566 △7,888

投資有価証券割当益 △4,535 －

固定資産除却損 2,936 162

投資有価証券評価損益（△は益） 5,661 －

売上債権の増減額（△は増加） △220,151 449,452

たな卸資産の増減額（△は増加） 870,698 21,631

仕入債務の増減額（△は減少） △85,960 △65,649

その他 △1,221 △119,098

小計 894,311 456,293

利息及び配当金の受取額 8,663 7,969

法人税等の支払額 △38,020 △84,507

営業活動によるキャッシュ・フロー 864,954 379,756

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △18,709 △82,721

貸付金の回収による収入 20,000 20,000

その他 1,711 △833

投資活動によるキャッシュ・フロー 3,001 △63,555

財務活動によるキャッシュ・フロー   

配当金の支払額 △50,783 △50,547

その他 △1,645 △3,157

財務活動によるキャッシュ・フロー △52,429 △53,705

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 815,526 262,495

現金及び現金同等物の期首残高 2,996,043 3,625,763

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,811,570 3,888,259
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 該当事項はありません。 

  

  

（追加情報） 

第１四半期会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号 平成

21年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針

第20号 平成20年３月21日)を適用しております。 
  

  
当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、

経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものでありま

す。 

 当社は製品、サービスの区分別セグメントから構成されており、減速機、シャッタ開閉機、電動シャッ

タ水圧解放装置等の製造販売を事業とする「減速機関連事業」、機械式立体駐車装置の設計、施工、販売

ならびに保守点検業務を事業とする「駐車場装置関連事業」、可動間仕切等の製造、販売を事業とする

「室内外装品関連事業」の３つを報告セグメントとして、包括的な戦略を立案し、事業活動を展開してお

ります。 

（単位：千円）

 
(注) セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と一致しております。 

  

 該当事項はありません。 

  

  

 該当事項はありません。 

  

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

 ① 報告セグメントの概要

 ② 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

当第２四半期累計期間(自 平成23年１月１日 至 平成23年６月30日)

報告セグメント

調整額
四半期損益 

計算書計上額減速機 
関連事業

駐車場装置 
関連事業

室内外装品 
関連事業

計

  売上高

  外部顧客への売上高 1,506,950 984,094 319,665 2,810,710 ─ 2,810,710

  セグメント間の内部売上高 
   又は振替高

18,986 ─ ─ 18,986 △18,986 ─

計 1,525,937 984,094 319,665 2,829,696 △18,986 2,810,710

 セグメント利益 66,046 7,181 18,015 91,243 ─ 91,243

 ③ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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